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２ ●健康な生活と病気の予
防 

感染症の原因 
感染症の予防 

感染症は病原体がおもな要因
となって発生し，発生源をなく
す，感染経路を遮断する，主体
の抵抗力を高めることで予防で
きることを理解させる。 

・感染症は，病原体が主な
要因となって発生するこ
と。また，感染症の多く
は，発生源をなくすこと
，感染経路を遮断するこ
と，主体の抵抗力を高め
ることによって予防でき
ることを理解している。 

・健康な生活と疾病の予防
について，課題を発見し
，その解決に向けて思考
し判断しているとともに
，それらを表現している
。 
 

・健康な生活と疾病の予防についての学習
に自主的に取り組もうとしている。 

(1)―ア
（オ）イ 

２ 性感染症とその予防 

エイズとその予防 

性感染症の症状や特徴を理解
させる。 
性感染症を予防するには，性的

接触をしないことやコンドーム
を正しく使うことが有効である
ことを理解させる。 

２ 健康を守る社会の取り組
み 

 人々の健康を守るために，地
域でどんな活動が行われている
か理解させる。 

 保健機関の役割を理解し，利
用できるようにさせる。 

・健康の保持増進や疾病の
予防のためには，個人や
社会の取組が重要であり
，保健・医療機関を有効
に利用することが必要で
あること。また医薬品は
，正しく使用することを
理解している。 

(1)―ア
（カ）イ 

２ 医療機関の利用と医薬品
の使用 

 医療機関の役割と利用の仕方，
医薬品の作用と，正しい使い方を
理解させる。 

 医療機関の利用の仕方や医薬
品の正しい使い方について考え
させる。 

１ ●健康と環境 
環境の変化と適応能力 

 環境の変化に対して体はどの
ように変化するか理解させる。 
 適応能力には限界があること
を身近な事例を通して考えさせ
る。 

・身体には，環境に対して
ある程度まで適応能力が
あること。身体の適応能
力を超えた環境は，健康
に影響を及ぼすことがあ
ること。また，快適で能
率のよい生活を送るため
の温度，湿度や明るさに
は一定の範囲があること
を理解している。 

・健康と環境に関する情報
から課題を発見し，その
解決に向けて思考し判断
しているとともに，それ
らを表現している。 

・健康と環境についての学習に自主的に取
り組もうとしている。 

(４)―ア
（ア）イ 

１ 活動に適した環境  活動に適した温度，湿度，明
るさなどの環境の範囲について
理解させる。 
 室内の環境の調節の仕方につ
いて考えさせる。 

１ 室内の空気の条件 二酸化炭素や一酸化炭素の体
への影響とそれらの管理方法に
ついて理解させる。 
室内の空気を衛生的に保つ必

要性や方法について考えさせる
。 

・飲料水や空気は，健康と
密接な関わりがあること
。また，飲料水や空気を
衛生的に保つには，基準
に適応するよう管理する
する必要があることを理

(４)―ア
（イ）イ 
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１ 水の役割と飲料水の確保  水の役割と飲料水の確保につ
いて理解させる。 
 安全な水について考えさせる
。 

解している。 

１ 生活排水の処理  生活排水を衛生的に処理する
必要があることを理解させる。 
 水を汚染しないためにできる
ことについて考えさせる。 

・人間の生活によって生じ
た廃棄物は，環境の保全
に十分配慮し，環境を汚
染しないように衛生的に
処理する必要があること
を理解している。 

(４)―ア
（ウ）イ 

１ ごみの処理  ごみを衛生的に処理する必要
があることを理解させる。 

 ごみの問題の解決の仕方につ
いて考えさせる。 

２ 環境の汚染と保全  環境汚染が健康に及ぼす影響
について理解させる。 
 環境汚染を防ぐための取り組
みについて考えさせる。 

 

 

 


